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日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記

1 )圏内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3)国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4)上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5 )上記の一環として国際工学アカデミ一連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドパイザーとしての責務を果たす。

2000年7月19日理事会

へ
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第 166回談話サロン(会員選考委員会企画 第 51ロ1)

北アフリカを対象と したフィーノレド総合科学

中嶋光 敏 (なかじまみっとし)

1976年東京λ学 1:'下ifl¥化学仁学科本業

1978年東京大学大学院 L学系研究科化学 r_学J.Ft攻修上課科修了

1981年東京大学大学院仁学系研究科化学 L学専攻

同士課:f:~\lr.f立I1k1!l退学
1983年仁学博上(東京大学)“NutrientsCycle in Eutrophic Waters" 
1981年九州大学1:学部化学機械 L学科目}J下

1985 fl三-----200711:食1171総令研究所研究以、企IIhif'1・i--:任研究打、

プロセス 1 --学研究室長、反応分lill~ Li下研究室長、食品仁学部長、

食品に学制域以

1997---2007年筑波大学教授(述携大学院)併任

1988---1989年スイス辿)'11仁科大学千七外研究員

2002年カーノレスルーエ大学食品 E学科等以教授

2004年文部科学大1:i11:受11m30 I旦l研究J)JW宥衣彩

「マイクロチャネル乳化技術のIJ日発にrmサーる研究J

2007年~筑波大学大中|涜生命邸庇科学研究科

国|深地紋技術1m発科学専攻教授

2008年~ 筑波大学北アフリカ研究センタ-M:
2009年---H本工学アカデミー会員

研究分野 :食品1:学、食品ナノテクノロジー、礼化分散

学会 ー |イ本食品[::f;会 ~nTn 、 Food Sci巴nceTechnology Reseal'ch 

編集長以長、つくば化学技術立L{，i!i会会長ほか

***合会女主待合*****-k**犬、k犬、た*****************・***・**交交*六六大士会*士、A・安*士、k*安土女づた*女合女*-k**女六六台*女六六六時**-k****士、k**

日本工学アカデミー会員選考委只会が企回する l談話サロンシリーズとして、 2009年に当アカデ

ミーの会員になられた中11115光敏氏を緋i':lliに招いて、「北アフ リカを対象としたフィ ールド‘総合科

学J をテーマとする談話サロンがIJ~仰された。

中l嶋氏は、食，rlIL学研究に--nして撹わって、新mなマイクロチャネノレ乳化法の開発を行い、

試験装置の実)-H化に成功 しているが、 2008年からは、北アフリカ研究センター長として、生物資

源の高度利用を中心とする 、 フィーノレ ド、総合科学研究のH~進を図っている。

当センターは、 12学、工学、経済学、社会学など多分野の連携研究が進められており、その最

近の活動を中心に報常があり、開発途 t凶との共同研究の進め方、科学技術外交についても紹介

があった。

*******，た*******************************************、階、除**、除、た*******可除、た************************
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講演要旨

北アフリカ研究センター (ARENA)は、 2004年に発足しました。当センターでは、地中海か

らサハラ沙漠にいたるエジプト、リビア、チュニジア、アルジエリア、モロッコ モーリタニア

の国々を対象として、北アフリカ地域が有するユニークで多様な可能性と我が国の先端的科学技

術とを融合させた、多分野連携のフィールド総合科学研究を推進しています。

研究分野

北アフリカは人文社会学的には、アフリカ、欧州、中東の「文明の交差点j として、イスラー

ム社会や伝統と近代化の葛藤と相互補完などの文化・文明・人々のダイナミズムを研究できるフ

ィールドといえます。自然科学的には、沙漠化、地球温暖化、生物多様性の減少など、現在・将

来の地球環境の課題に対する解決法を先駆的に研究で、きるフィールドといえます。また、ゴンド

ワナ大陸における唯一の全北植物区といった特徴を持っていますo へ
また、この地域は地中海からサハラ沙漠までの距離が短く、乾燥傾度が高いため、異なる乾燥

環境へのアクセスが容易であり、多様で、ユニークな生物資源を有することなどの特性から、アフ

リカ全土への学術研究展開のハブとなります。このような背景から、 ARENAは次の 4分野およ

びそれぞれが連携融合した研究を展開しています。

① バイオサイエンス分野(有用生物資源、の機能性解析など)

② 乾燥地環境分野(先駆的な沙漠化防止技術の開発など)

③ 人文社会分野(文化的・宗教的ダイナミズムなど)

④ IT・マネジメント分野(情報空間創出とアーカイブ化や地域発展のための経済モデ、ルなど)

現在の中心的課題は「北アフリカの民間伝承や現代イスラームに受容される食薬資源利用研究j

です。同課題は、多分野連携研究および文理融合の新しいタイプの地域総合研究と位置づけるこ

とができます。

国際連携と圏内連携

ARENAは、北アフリカ地域と生物多様'性条約に則った包括協定を締結し、当該地域の生物資

源を利用できる圏内唯一の拠点、です。

ARENAは、 2006年に発足した筑波大学として初の海外拠点である北アフリカ・地中海連携セ

ンター (CANMRE、本部チュニジア国・チュニス)と密接に連携しています。さらに 2009年 11

月には文科省国際化拠点整備事業(グローパル 30) の開始に伴い、海外大学共同利用事務所

(BUTUJ)がCANMRE内に開設されました。

ARENAは、チュニジアのほか、モロッコ、アルジエリア、エジプトの大学・研究機関と連携し、

現地サテライトラボの開設を進めています。

200名を超える国内外の研究者が ARENA共同研究員や客員研究員となり、北アフリカ研究ネ

ットワークを形成しています。

私たちは北アフリカ諸国との国際学術会議等の運営にも積極的に関与しており、特に毎年チュ

局当



ニジアで、開催される日本ーチュニジア科学技術文化シンポジウム (TJASSST)の日本側事務局を

担当しています。 TJASSSTは 2009年 11月には 10回目を数え、本学を含む 30もの日本大学・

機関から約 100名の参加があり、バイオサイエンス、環境・エネルギー科学、材料科学、情報科学、

数学、マネジメント科学、人文社会科学の多岐の分野にわたって活発な議論がなされました。そ

のほか国内においては ARENA・CANMRE特別セミナー、毎月の定例セミナー、年 1回の公開

講座など、さまざまな会議、セミナ一等を主催しています。

研究資金と組織

現在推進しています、大型外部資金による主な研究事業を次にあげます。

・文部科学省 特別教育研究経費「研究推進事業J平成 20年度~平成 24年度 rr北アフリカ

学J創出の基盤構築一多分野融合型新教育研究システムの確立-J

・地球規模課題対応国際協力事業「乾燥地生物資源、の機能解析と有効利用J(代表 磁田教授)

r" ARENAは、センター長、副センター長ほか教員 9名、研究員 3名、事務 4名で構成されてい

P 

ます。

まとめ

ARENAは文理 4分野を基軸とした多分野連携による北アフリカフィールド総合科学研究の推

進、高度の専門性を持ち国際社会の現場で活躍できる複眼的思考・実践力を持った人材の育成、

北アフリカから世界へ展開する教育研究拠点構築を進めています。詳細はセンターweb本をご覧く

ださい。*http://www.arena.tsukuba.ac必lindex.html

(中嶋光敏)

質疑応答

司会:本日は筑波大学北アフリカ研究センター仏RENA)の中嶋光敏センター長に北アフリカとの

教育・研究に関する交流について誠に有意義なお話を頂きました。今は中園、インド、ブラ

ジルなど BRICS諸国の経済成長が著しいといわれていますが、アフリカは資源も豊富で、、

人口も爆発的に増えており、これから日本が交流する地域としては最も将来性の高いところ

と考えます。それでは、本日のご講演に関しまして何なりとご質問、ご意見を賜れば有難く

存じます。

質問:植物の高度の付加価値のあるものを北アフリカ(特にチュニジア)との共同研究の対象と

していると拝聴しましたが、食糧問題も重要と思います。主食についてはいかがでしょうか?

主食は小麦類でしょうか?

回答:これまで共同研究を行ったものとしては植物資源の医薬品への展開の研究が多いのですが、

当センターの研究員教員(筑波大学・奥野教授)が、主食としての小麦とソルガムの生産や
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利用についても研究しています。

質問:最近、生物多様性条約についての会議が聞かれましたが、そこでは途上国と先進国とで資

源の持ち出しに関して意見の対立があります。北アフリカとの交渉ではそのようなことはあ

りませんか?

回答:現在のところ、 COP10であるような生々しいやり取りはなく、特許もチュニジアと 8件

ほど共同特許を出願して共同で、権利を持っていますが、問題は生じていません。チュニジア

とは、筑波大学と高等教育科学技術研究省との聞に、生物多様性条約に則った包括協定を締

結していますので、育種を行うことはしていませんが、有用な物質を得る研究材料として生

物資源を我が国に持ってくることができます。

質問:自分は永らく北アフリカと石油、天然ガスのことで現地にも滞在し、交渉してきました。

北アフリカではチュニジア エジプトには天然ガスが リビアには石油が、モロツコにはレ へ
アアースなど鉱物資源、があります。ですから、北アフリカはこれから最も重要な地域といえ

ると思います。そこで質問ですが、当時はリビアにはなかなか入れなかったのですが、今は

いかがですか?

回答:リビアはチュニジアやエジプト、モロッコなどとは違って、入国も面倒ですが、北アフリ

カセンターからは今年 (2010年)3人行きました。また来年 (2011年)3月に日本の大学説

明会を筑波大学の主催で、リビアで開くことを予定しています。筑波大は、リビアの大学と

の大学問交流協定も締結しています。世界遺産を専門としています筑波大の同僚も頻繁にリ

ビアに調査に行っています。来週の月曜 (12月 13日)には、在リビ、アの西ヶ慶大使に筑波

大にて、ご講演いただく予定です。まだ、関係は始まったばかりといっていいかと思います

が、歴史と伝統がある国で、石油資源など資源大国でもあり、少しずつ関係が深まればと恩

われます。

質問:経済的な接触よりも先ず、学術交流から始めると順調に国家間の交流が進展するものと思

います。若い人の交流が 5年後、 10年後に実を結ぶので、是非将来を見据えて北アフリカと

の交流を進めて頂くよう期待致します。その後に経済交流が進むことになると思います。是

非北アフリカとの交流が実を結ぶように、頑張って下さい。

回答:チュニジアは人口 1000万人位の小さな国ですが生活レベルもその地域としては高く、JICA

の方に伺っても借款はきちんと返してくれるとか、日本と同様の常識的な関係、を構築できる

と思います。学術交流は順調に進んでおりますので、各方面のご理解とご支援をお願い致し

ます。

司会:それでは時間もかなり経過しましたので、この辺でこの場は終了して意見交換会に移りた

いと思います。本日は有難うございました。

(チュニジア'情勢に関して、 15ページに追記があります)

4 
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全体概要

r北アフリカを対象とした
フィールド総合科学」

筑波大学北アフリカ研究センター

中嶋光敏

2004年設立

・北アフリカ諸国と生物多様性条約に則った包括協定を締結し、

当該地域の生物資源のデータベースとライブラリーを保有する
園内唯一の拠点

・生物資源研究を主軸とする環境農学及び地域研究を融合した
「北アフリカフィールド総合科学研究」の展開

・海外拠点北アフリカ・地中海連携センター(2005年設立、 2009年
文科省指定G30海外大学共同利用事務所;在チュニジア)等を足場

とした研究の実施
.222名の共同研究員(圏内:168名、海外:54名)体制

|刊さ判明?判官間競お議時同@ 

現在一将来の地球環境の課題に対する

解決法を先駆的に研究できるフィールド
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@ |問問問吋間滞拐殺吋竹内吋時1
アフリカ、欧州、中東の「文明の交差点」と

して文明・文化・人々のダイナミズムを研究できる

@ |計一一一一…一一l北アフリカ地域特性 ーベ六?川1

文明の
交差点・

r-ーー¥

〈/高議燥¥

働~
7 ②地中海からサハラ沙漠までの乾燥傾度が

EC:I 高く多様な生育環境に順応した植物種を調曲。 査できるフィールド

"，. ③伝統文化と近代化の調和に基づく食薬文化

があり、生活習慣病の発症率が欧米に比べて
低い (Circulation誌， 1999)

④アフリカ全土に南南教育研究協力を展開で
きる学術研究・科学技術外交の拠点



(j③7 I川河内寸前副議制崩15mmm宮内|

疫学情報 .<t・

伝統医薬・食文化

マーケティング
、門 生産システム級官十
; : 'Í'}.~ 雇用促進

.?r生活2m向

産業発展

モデルの構築

‘アラビア鱈文献原本 匡亙芸豆田

食薬資源収集 J食薬資源利用情報 生息環境情報

食薬資源機能性評価手法の確立
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食薬資源試料及び情報の蓄積

@ 
人文社会

薬草の伝家情報

乾燥地環境
薬草の採取情報

バイオサイエンス
薬草の機能性解析

国際共同研究

チュニジア
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乾~傾mの急激忽変化にともなう生物分布の多係性
L 

アラブイスラム文化固におけるバイオプロスペクティングの展1J，1

乾燥地植物の機能性

種々の環境ストレス

(紫外線、塩、乾燥、高温.ift;星等)

活性酸素の発生

J・L
植物体へのダメージ

乾燥地纏物の

活性酸素の発生を抑制する物質

活性厳索を吸収する物質

活性厳禁を無毒化する物質

の産生
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乾燥地有用生物資源探査研究の流れ

オリーブ、ブドウ、 アロマ・薬用植物

___.・・一成分1由出
有用生涯活性の多面的探索

20以上のバイオアッセイ系

t・十叫抗附ヒ神 IS胞死阻害.宵毛

一- 一
今まで見過ごされてきた生淫活性の検出

本プロジェクトにおける対象

(上総情報収集継続に加えて)一ー・・・固」ー

乾燥地生物資源データベース -， r詳細な研究への展開
~ .1 I I 

n・.，I .!_'..! _Iん J 各種情報の統合; I I抽出国分の成分分析

~手U-l-!- '" 園時 ・生息地環境 I I ・紺庇

lJIlココ::r:r工 系統学的情報 I I ・生理活性をI!!う分干の同定

例・・2 竺士士竺三三 生理学的情帽 I I生理活性の分干メカニズムの解明

H-+t件十← 生化学的情柑 I I ・生寝学的解析

社雄社社二 一・._I I .遺伝子制プロファイル
了一一一 I I ・7ロテオーム削

北アフリカI也i或の生物多係性の評価 I I 基礎科学へのAt獄

産業への応用

匡斑品

位康食品

(生活習慣病の予紡}
化粧品

__.・一
生物資源の有効利用

新規ii:'f.の創出

食薬機能評価手法の確立・機能性物質の開発

11型アレルギー側制動奥~ 11斗諸国mn門知;!Jt却抑制

オリーブ」一担績回治墨JI盟問蜘柑

ト 息血盆鐙胞鎚 臨劫塁:也illl国誼圃M官官知市市附ll1

ト腿脳也益還盤墨ょ凶孟盟国tl'n~前11

」 蜘雄盆幽助窓:[1苫富国車

Rosemarinus officianalís の益社凶姐. 臨L溢~也直盟国1

Artllrocnemum glaucumの股肱鯛胞創四位 峰山IElJ

Th川崎伺 hirsula の;'-5/')-全量翠盟副: 11斗畠底辺UtI~~f.!市町~t.1

Ca仰 arisspinosaの丘三退去盤進 D盟国j

I-E，巾 amultifloraの臨雌:脳詣mm1D湿-
Cistus monspeli暗nSISの虹盟主盆進 胤温回訓

Pislacia lentisc叫 Lau巾 nobilis など103積の鑑創出~~剖

過去5年;関連特許:14件

原義論文:77件
Am J Pllysiol Cell Pllysiol. Anal Bioanal Ch晦m.Appl Phys Lell， Biochem Biop由ysRes Commun， 
Environ Toxicol Chem， Ellr J Pharmacol， Exp Dermatol， Int J Sysl Evol Microbiol. 
J Agric Food Chem. J Appl PIIYS， J Biosci Bio担cll.J Ethnopllarmacol. J Natural Prod， 
Nalural Medicine， Neuroscience， Planta Medica. Toxic In Vitro， elc. 

北アフリカ研究センターのネットワーク

-海外拠点;1拠点 ・海外ラポ;5か所
.海外共同研究員;54名

-国際交流協定締結;6カ園、 14大学



筑波大学北アフリカ・地中海連携センター
(Ccntre de l' Afriquc du Nord et dc la Meditcrranec pour la 
Rcchcrchc et l'Enscigncmcnt: CANMRE) 

2006.5.3開所

拠点活動

共同研究・学術交流支援

〆現地研究者との学術交流マッチング

シ共同研究契約締結チュニジア側6機関15件

〉他大学教員・研究者の学術交流支媛

〉大学院議穀への非常勤講師のコーディネー卜

〆現地調査支援・

J現地訪問研究者・学生の支援

シ現地語学学校主催アラビア詩集中コース参加学生の支援

〉現地用燐帯電話の貸し出しほか

〆学術セミナー開催支提

〉日本ーチュニジア科学妓術文化シンポジウム (TJASSST)

lまか

J現地研究情報収集

〉学会情報

〉現地学術文献の収集

チュニジア高等教育科学技術研究省と
筑波大学北アフリカ研究センターによる科学技術協力に関する包活協定合意書(2005)
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生物多様性条約を
十分に配慮
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和海外大学共同利用事務所 ぽ
ど

鼠

国

拠点活動

理

Tashken七Uzbekistan，Nagoya Univ. 
BOIm，G巴1・many，Wascda Univ. 
Tunis， Tunisia， Univ. Tsukuba 
Cairo， EgypιKyushu Unjv. 
Hanoi， Vietnam， Kyoto Univ. 
Moscow， Russia， Tohoku Univ. 
New Oelhi， India， Ritsumeikan U凶v.
Hyderabad， India， Univ. Tokyo 

筑波大学および日本の大学・研究機関との学術交流の窓口

〆留学・共同研究相談

).>JBIC円借款奨学生(博士後期30名)のマッチング

〉留学説明会における日本の大学生活の紹介

》個別留学・共同研究相談:32件

).>本学とアフリカ開発銀行との連携の仲介

〆情報発信

).>Webページ (CANMRENews) 

共同研究の実施

EZ翠.
dr 

食品加工技術

。リーンベンチ;6台

CO，インキュベー~ー;4台
リアルタイムPCR;2台

l プレートリーザ-;2台
リアルヲイムPCR;2台

lC/MS/MS 
ONAシーケンザー

マイウロアレイ厳置
フローサイトメ-~­
鑑先スキャナー
二次元電気泳動益置
o・紛砕・乳化事事置など

-現地のラポを利用
(採取・抽出・乾燥・分函など)

| アラ同フM 語が堪能
なスタッフによる現地調査

コーディネート



北アフリ力フィールド総合科学研究

.~ヒアフリカの民間伝承や現代イスラームに
受容される食薬資源利用研究

-乾燥地における生物・水資源の効率的利用と

適正規模経済の研究

-食薬機能の科学的実証に基づ、く北アフリカ・

地中海地域食文化研究

!③ 画面也幽晶画銅~起園田園|圃
日本一チュニジア科学技術文化

シンポジウム (TJASSST)
チュニジアで毎年開催

四

国

刷

珂

園

間

H

圃

醐

日

圃

刷

特別セ
ミナー 41名 57名 67名

国際
会憾・

15件 18件 20件シンポ
ジウム

現地
5件 6件 11件鯛査

{チュニジア、 {モロッコ、 {エジプト、

モロッコ チュニジア チュニジア
司事} 司事} .， 

均 研修の
9名 41名 45名

10 受入

垂体・加者徹・個個般の揖移
S田

.圃.踊鉱

4企‘ ... 由-.淘.叡A、. "、、
:alOO ./、、‘
:-- ./ 、"- -・，.. 
s e2H V 相

'00 

日一ぶ&ll"DJ由自 ・......-l;置のn悟

‘e 

" 叫

. 抽

号叫 1 ・
" 拍

四

:t.i 
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1C(;_S xu 由， ，側諸問

期待される成果

食薬資源の高度利周囲生物多様性の保全・

地域振興につながる持続的システムの確立
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追記:

この原稿執筆後、1月14日にチュニジアの大統領が国外脱出する事態が起こりました。これは、

昨年 12月 17日、路上で青果物行商を営んでいた大学出身の若者が当局の取り締まりに対して、

抗議の焼身自殺を行ったことに端を発しています。このことがインターネットで広がり、高い失

業率に抗議のための地方で多数のデモが起こり、これを鎮圧しようとした大統領が対策を打ち出

しますが、納得が得られず、 1月 12日には首都チュニスでの暴動となった模様です。 1月 14日

には大統領が国外脱出とあっという問の展開でした。ベンアリ前大統領は、町中いたるところに

顔写真ポスターがあり、オフィスの各部屋に顔ポスターが貼られていました。前大統領の独裁の

もとで、の経済発展を図っていましたが、あまりにそのファミリーに利権が集中していたようです。

17日現在、暫定大統領のもと、 60日以内の選挙などが予定されているなど報道されています。

チュニジアでの公称失業率は 15%といわれていました。複数のチュニジア人留学生からの生の

情報では、失業率は 30%を超えるとのこと、また前大統領の独裁のもと、様々な面で、そのフア

F ミリーに利権が集中するシステムとなっていたこと、今回の事態はこれに反対したものであり、

F 

とても喜んでいる ようやく自分たちの国としサ意識が持てる、国の発展に貢献したいし、でき

る環境が整ったとのこと。暴動が起こっている一方、路上を清掃する学生も現れ、これからよく

なると信じている。さらに今回知識人も含めた大多数が賛同しているといいきっていること、若

者たちが明るく、自国の未来は明るいと希望を持っているとのことでした。

現時点では、まだ情勢は不安定であり、我が国との経済交流は遅れるなどの報道がありますが、

諸外国と比べて落ち着いた行動をとってきた国民性もあり、早く安定した社会を形成してほしい

と思います。我が固としてもすみやかな復興に協力して、チュニジアの真の民主化が実現して、

民衆から起こった民主化運動の成功例の歴史となることを期待しています。

北アフリカ研究センターとしましても、現在はチュニジアにおける活動を一時的に自粛してい

ますが、状況が改善されましたら、活動を再開する予定です。

(2011年 1月 17日 中嶋光敏)
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